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米開拓の分野に}歩を入れたものとしても惣義深 
1951年 Freemanにより見出された本現象付， 
Frobischer，Groman，Barksdale 戒は Hewit等
により更に追求分析されて来た。私は先にGroman
より分与を受けた本フア{ジ :Bとその Hostの閣
を用い溶隊化と共に有穆イ I~の生ずる事を締認し， 4 
;mミの蘭株に於て畿のなし峠Fを聞にした。更にか Lる 
¥ 
Phage-Hostの検出と Gl'omanの Phageへの感
受性とを50~朱のジツテリア mHで検討し， 3 ;mとの治原
，gl: ï笥とその指示前 5~朱及び 1 ~朱の感受性誌{を凡I-L!し
た。之主事的J!:j"N~::閣の政主主フア{ジで~ f・隙j 点7J 劇化を手f
イじの関係はHfjかでなかったが，新たに分峨された感
受性i1!!~様性前 CD".....41) は Phage :8でl#J8i化と共
に有権化される司i;が分ったの 
5. 右側問名宇宙を伴ラ純縛失競症
木村泰三(九段以病院〉
淵:削避Ut:， )0ラ氏澱C0.6才♀，視力59例。1第
を伴う治相1]同名とI/~l苛を認める外眼及び全身所見に磐
裂を認めず。失続症あり，自分の却し、たばかりの学
が読めなし、。舘宵あり，キウリナス全与を認織しf与な
し、。その{也 CoJouragnosia，Spacialagnosiaを認、
むるが，色有Il~切首なし，粧鱗i品多あり， Agnosiaは 1
ヶ月 fi'!:で¥全治し，視!Ilfは布上 3半官となる傾向あり。
第 2例， 60才♀，視力 0.5(ラ環)， ;(:i上 t ミ I~l寺の傾
向ある武班:勉避を伴う:1:i;HlJ同名半1雪その他のm見は
殆んど第 1例に同じ。{日し失誠!抗付:洩学では戦く，
仮名文!.J'.に多く認められる外，二=f.以上になると限
解出来ぬ (vebraleAlexiゅの住，有1異常が認められ
以上 2例より病簡は左半球のグラチオーレ視放線
の Visualcortexに近<， 且つ:1:iJ二 i とI~I苛の傾向あ
ることより， :1三として Fissuracalcarinaの1ぐブf
に存在するものと考えられる。
〔趨加〕 鈴木次郎α郡勝外科〉
加者のお献をきき恰皮肉じ様な症例を経験したこ
とを思し、だしたので追加する。
この症例町梢検査の斜i架脳版協ではなL、かと思い
手術を行ったが，後政tW特に演者のi想定される立1:き
{問所に肉:54~腕を発見，之は都生虫によるものである
ことを知った。即ち私け演者の惣定個所を実際に(I'(t!
認、するを得たのでJ}1!'朱あること L思い追加する次第
である。
6. 賞斑回避を伴える両側性問客性
 
宇宙症のー寄例

鈴木賞民，浜犀j悶吉〈眼科学〉
般近古・々は左側J抑制払次いで右側不全麻郷と失
言.~~肢を現わせる患者に裁就E IITl J肢を伴った両(HlH~I;同名
性半白症を認める非常に精iれな前(HlJを42たので報告
する o 
~li~例は49.才合，操業。本年 9 月中旬より ， L半身'e
のシピレ感， ~;11覚鈍j拘:を訴え.，泊7/恥ヌ~ï協矯 2 内科
に受診，脳1飲イロ古の嫌いで入!出.Jーる。:l!lhd眼科内診
附i眼視力1.2 ，被視，険下~"lli，偏視なく，対光反応:
は倣。眼底は動Jl~f干j 々狭小の{也，異常なし。視野は 
の管状視野をfJJ却のみを残した所翻河liIむ30心約"1 !l
認めたの imして半併症事1:盤強孔誌なく，よって阿側 
出品象であると1)汀:1性同名性ミ|三百十こ見る定期拘な賀泊 
考えた。以後経過で左~UJ}十月単純哲 101 となり，発作後 
:tift!lJ不全麻糾i，失説ffEを現わし1γx死亡すのこの問
視野は殆んど~らなし、。
この部位診断に就いて，穏々の考;従を試み，初め
布三l~pRの隙潔の{也に，内科的の症状はなかったが，
"É:'半球にも税放級以 I~' に隙1;_g(J;)り，後にこれが拡大
したと考えた。 
7. 人体神経及び筋の時値
木1'101]三自 I~，大倉序列
〈第一gミ国〉
隊問;主治
結成刺微に於し、て皮Ií!せのう}1~を除去する本1m氏Jfl 
f則前路訟が考策されて以来，人休神経，筋の閥抑制
定は完全なものとなった。
る如し。 b5ヌ・健験もこの平衡問路訟にもとづき，長い刺激1守 
1'111をもっ甑戸:jlV~波をもって越沼庄を求め， iJl続き切
換スヰユツチにより， :)0じの 2fj自の強さの主IJ.一直角刺激
を与え，県のiliV!tl切りを〆イヤノLの調絡で 0.1-5 
msec.に加盟して興1?を生起するに・必袈な最小の附:
1'1:1]を測定した。これがn寺脳である。筋では大(*:f:l絡
の!時限iの半分程度で、あった。以上』主筋の収納を示倣:
としたが，よりザPlr示;際を正械にするため N.femo-
腹筋より活動寵{立を記録したとこ1;を刺激し即ralis
ろ， 2簡の独}'t:した活動電枕を得.た。共のr::'If1時間の 
i座れて現われる活動溜{立は，求心性繊維から脊髄を
介してイミノバルスが到来したためのものであり，通
例の脱皮射，即ち張反射によるものである。早く現
われる活動官位は遠心性の運動神経によるもので，
